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     〔タブレット端末を使用した中学校での社会科授業の様子〕 
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１ 教育委員会教育長・委員 

 

 

 

 

 

早 﨑 教 育 長 藤 田 教 育 長 

職 務 代 理 者 

阿  部  委  員 

 

 

 

 

田  中  委  員 見  越  委  員 

 

佐 々 木 委 員 

職  名 氏  名 就任年月日 現  任  期 

教 育 長 早 﨑 保 夫 令和７.６.16 令和７.６.16～令和９.４.１ 

教 育 長 

職務代理者 
藤 田 浩 志 平成 28.４.１ 令和６.４.１～令和 10.３.31 

委 員 阿 部 亜 巳 平成 26.10.２ 令和４.10.２～令和８.10.１ 

委 員 田 中 里 香 平成 30.１.１ 令和４.１.１～令和７.12.31 

委 員 見 越 大 樹 令和５.９.28 令和５.９.28～令和９.９.27 

委 員 佐 々 木 貞 子 令和６.７.１ 令和６.７.１～令和 10.６.30 

※令和７年６月 16 日現在 

 

  



２　教育委員会教育長・委員の任免

委　　　員 委　員　長 委員長職務代理者 教　育　長 教育長職務代理者

5. 1 種橋　成二（任命） 種橋　成二（就任） 星　　正喜（指定） 鈴木　美雄（任命）

柳沼恒五郎（任命）

星　　正喜（任命）

高島　　満（任命）

鈴木　美雄（任命）

6. 4 全　委　員（解任）

橋本　正勝（任命） 橋本　正勝（就任） 滝沢　実巌（指定） 鈴木　美雄（任命）

菊池　寿子（任命）

滝沢　実巌（任命）

根本　裕甫（任命）

鈴木　美雄（任命）

 6. 4 根本　裕甫（任期満了）

7. 4 高島　　満（任命）

6. 4 滝沢　実巌（任期満了）

6. 6 橋本　正勝（就任） 高島　　満（指定）

7.17 滝沢　実巌（再任）

 6. 4 菊池　寿子（任期満了）

6. 5 橋本　正勝（就任） 高島　　満（指定）

6.18 立谷　麗子（任命）

 6. 4 橋本　正勝（任期満了）

鈴木　美雄（任期満了）

6.14 橋本　正勝（再任） 橋本　正勝（就任） 高島　　満（指定）

7. 2 堀内　鉄雄（任命） 堀内　鉄雄（任命）

6.12 橋本　正勝（就任） 滝沢　実巌（指定）

7. 3 高島　　満（任期満了）

7. 4 今泉　龍造（任命）

7.16 滝沢　実巌（任期満了）

7.17 渡辺　忠栄（任命）

8.31 橋本　正勝（退任）

9.14 石田　宏道（任命） 今泉　龍造（就任） 立谷　麗子（指定）

6.17 立谷　麗子（任期満了）

6.18 鈴木　静枝（任命）

7.12 渡辺　忠栄（指定）

9.13 今泉　龍造（就任）

45

46

47

年月日

S40

41

42

43

44
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委　　　員 委　員　長 委員長職務代理者 教　育　長 教育長職務代理者

6.13 石田　宏道（任期満了）

6.20 石田　宏道（再任）

7. 1 堀内　鉄雄（任期満了）

7. 2 堀内　鉄雄（再任） 堀内　鉄雄（任命）

9.12 今泉　龍造（就任） 渡辺　忠栄（指定）

7. 3 今泉　龍造（任期満了）

7. 4 今泉　龍造（再任） 今泉　龍造（就任） 渡辺　忠栄（指定）

7. 4 今泉　龍造（就任） 石田　宏道（指定）

7.16 渡辺　忠栄（任期満了）

7.17 佐藤　　信（任命）

 6.16 鈴木　静枝（任期満了）

7.16 鈴木　静枝（再任） 今泉　龍造（就任） 石田　宏道（指定）

6.17 今泉　龍造（就任） 鈴木　静枝（指定）

6.19 石田　宏道（任期満了）

7. 1 堀内　鉄雄（任期満了）

7. 9 小林　邦利（任命）

8. 8 佐久間俊隆（任命）

8.10 佐久間俊隆（任命）

 7. 3 今泉　龍造（任期満了）

7. 4 今泉　龍造（再任） 今泉　龍造（就任） 鈴木　静枝（指定）

7.11 今泉  龍造（就任） 小林　邦利（指定）

7.16 佐藤　信（任期満了）

9.13 坪井 栄孝（任命）

 6.22 鈴木　静枝（任期満了）

7. 1 湯淺　孝子（任命）

7.11 今泉　龍造（就任） 小林　邦利（指定）

7. 8 小林　邦利（任期満了）

7. 9 小林　邦利（再任）

7.11 今泉　龍造（就任） 小林　邦利（指定）

8. 7 佐久間俊隆（任期満了）

8. 8 塙　　保貞（任命）

8.10 塙　　保貞（任命）

 7. 3 今泉　龍造（任期満了）

7. 5 小林　邦利（就任） 湯淺　孝子（指定）

9.27 小口　光一（任命）

58 9.12 坪井　栄孝（任期満了）

50

51

52

53

54

55

56

57

年月日

49

48
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委　　　員 委　員　長 委員長職務代理者 教　育　長 教育長職務代理者

58 9.14 太田　舜二（任命）

6.30 湯淺　孝子（任期満了）

7. 1 湯淺　孝子（再任）

7. 5 小林　邦利（就任） 湯淺　孝子（指定）

 7. 5 湯淺　孝子（就任） 小口　光一（指定）

7. 8 小林　邦利（任期満了）

8. 7 塙　　保貞（任期満了）

 1. 1 安倍　元雄（任命）

本宮　俊一（任命） 本宮　俊一（任命）

7. 5 湯淺　孝子（就任） 小口　光一（指定）

 8. 7 小口　光一（死亡退任）

8.20 太田　舜二（指定）

9.27 山口　哲典（任命）

 7. 5 湯淺　孝子（就任） 太田　舜二（指定）

9.13 太田　舜二（任期満了）

9.14 太田　舜二（再任）

 6.30 湯淺　孝子（任期満了）

7. 1 湯淺　孝子（再任） 太田　舜二（就任） 湯淺　孝子（指定）

7．1 太田　舜二（就任） 湯淺　孝子（指定）

12.31 安倍　元雄（任期満了）

本宮　俊一（任期満了）

1. 1 阿部　カネ（任命）

本宮　俊一（再任） 本宮　俊一（任命）

7. 1 湯淺　孝子（就任） 山口　哲典（指定）

9.26 山口　哲典（任期満了）

9.27 青木　信博（任命）

10.16 太田　舜二（指定）

7. 1 湯淺　孝子（就任） 太田　舜二（指定）

9.13 太田　舜二（任期満了）

9.26 高橋　久善（任命） 阿部　カネ（指定）

6.30 湯淺　孝子（任期満了）

7. 1 関口はつ江（任命）

7. 4 阿部　カネ（就任） 青木　信博（指定）

 4.26 本宮　俊一（退任）

7. 2 丹治　　勇（任命） 丹治　　勇（任命）

7. 4 阿部　カネ（就任） 青木　信博（指定）

年月日

59

60

61

62

63

H元

2

3

4

5
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委　　　員 委　員　長 委員長職務代理者 教　育　長 教育長職務代理者

12.31 阿部　カネ（任期満了）

丹治　　勇（任期満了）

 1. 1 兼谷　　啓（任命）

丹治　　勇（再任） 丹治　　勇（任命）

1. 4 青木　信博（就任） 高橋　久善（指定）

9.26 青木　信博（任期満了）

9.27 青木　信博（再任） 青木　信博（就任） 高橋　久善（指定）

9.25 高橋　久善（任期満了）

9.28 齊藤久之丞（任命） 関口はつ江（就任） 兼谷　　啓（指定）

6.30 関口はつ江（任期満了）

7. 1 関口はつ江（再任） 関口はつ江（就任） 兼谷　　啓（指定）

9.26 兼谷　　啓（就任） 齊藤久之丞（指定）

10. 1 齊藤久之丞（就任） 青木　信博（指定）

12.31 兼谷　　啓（任期満了）

丹治　　勇（任期満了）

 1. 1 兼谷　　啓（再任）

丹治　　勇（再任） 丹治　　勇（任命）

9.26 青木　信博（任期満了）

9.27 関口はつ江（指定）

10. 2 青木　信博（再任）

10. 3 青木　信博（就任）

9.27 齊藤久之丞（任期満了）

9.28 齊藤久之丞（再任）

9.29 兼谷　　啓（指定）

10. 3 青木　信博（就任）

 3.31 関口はつ江（退任）

4. 1 作田　陽子（任命）

6.30 作田　陽子（任期満了）

7. 1 作田　陽子（再任）

9.26 作田　陽子（指定）

10. 3 齊藤久之丞（就任）

 9.26 青木　信博（指定）

10. 3 齊藤久之丞（就任）

12.31 兼谷　　啓（任期満了）

丹治　　勇（任期満了）

14 1. 1 菊池　清子（任命）

11

12

年月日

5

6

7

8

9

10

13

- 12 -



委　　　員 委　員　長 委員長職務代理者 教　育　長 教育長職務代理者

3.31 青木　信博（退任）

4. 1 石田　宏壽（任命）

4. 2 遠藤　久夫（任命） 作田　陽子（指定） 遠藤　久夫（任命）

9.20 石田　宏壽（指定）

10. 1 石田　宏壽（任期満了）

10. 2 石田　宏壽（再任）

10. 3 齊藤久之丞（就任）

9.27 齊藤久之丞（任期満了）

9.28 齊藤久之丞（再任）

9.30 石田　宏壽（指定）

10. 3 齊藤久之丞（就任）

6.30 作田　陽子（任期満了）

7. 1 作田　陽子（再任）

10. 3 石田　宏壽（就任） 菊池　清子（指定）

10. 3 石田　宏壽（就任） 作田　陽子（指定）

12.31 菊池　清子（任期満了）

 1. 1 菊池　清子（再任）

4. 1 遠藤　久夫（任期満了）

4. 2 木村　孝雄（任命） 木村　孝雄（任命）

10. 1 石田　宏壽（任期満了）

10. 2 石田　宏壽（再任）

10. 3 石田　宏壽（就任） 作田　陽子（指定）

 9.27 齊藤久之丞（任期満了）

9.28 齊藤久之丞（再任）

10. 3 作田　陽子（就任） 菊池　清子（指定）

 4. 1 津野　政規（任命）

6.30 作田　陽子（任期満了）

7. 1 今泉　玲子（任命）

7.15 菊池　清子（就任） 齊藤久之丞（指定）

7.21 齊藤久之丞（就任） 今泉　玲子（指定）

12.31 菊池　清子（任期満了）

 1. 1 太田　　 宏（任命）

4. 1 木村　孝雄（任期満了）

4. 2 木村　孝雄（再任） 木村　孝雄（任命）

7.21 今泉　玲子（就任） 太田　 　宏（指定）

10. 1 石田　宏壽（任期満了）

17

18

14

15

年月日

19

20

16

22

21
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委　　　員 委　員　長 委員長職務代理者 教　育　長 教育長職務代理者

22 10. 2 三森　正子（任命）

 7.21 太田　　宏（就任） 三森　正子（指定）

9.27 齊藤久之丞（任期満了）

9.28 阿部　晃造（任命）

 3.31 津野　政規（任期満了）

4. 1 伊藤　清郷（任命）

6.30 今泉　玲子（任期満了）

7. 1 今泉　玲子（再任）

7.21 三森　正子（就任） 阿部　晃造（指定）

25  7.21 阿部　晃造（就任） 伊藤　清郷（指定）

1. 1 太田　　宏（再任）

4. 1 木村　孝雄（任期満了）

4. 2 小野　義明（任命） 小野　義明（任命）

7.21 阿部　晃造（就任） 伊藤　清郷（指定）

10. 1 三森　正子（任期満了）

10．2 阿部　亜巳（任命）

 7.21 阿部　晃造（就任） 伊藤　清郷（指定）

9.28 阿部　晃造（再任） 阿部　晃造（就任） 伊藤　清郷（指定）

 3.31 伊藤　清郷（任期満了）

4. 1 藤田　浩志（任命） 阿部　亜巳（指定）

7. 1 今泉　玲子（再任）

9.28 阿部　亜巳（就任） 阿部　晃造（指定）

29  12.31 太田　宏（任期満了）

1. 1 田中　里香（任命）

4. 2 小野　義明（任命） 阿部　亜巳（指名）

31 4. 2 阿部　亜巳（指名）

R元 9.28 阿部　晃造（再任）

4. 1 藤田　浩志（再任）

4. 2 阿部　亜巳（指名）

7. 1 今泉　玲子（再任）

3 4. 2 小野　義明（任命） 阿部　亜巳（指名）

1. 1 田中　里香（再任）

4. 2 阿部　亜巳（指名）

4. 2 阿部　亜巳（指名）

9.27 阿部　晃造（任期満了）

9.28 見越　大樹（任命）

4. 1 藤田　浩志（指名）

6.30 小泉　玲子（任期満了）

7. 1 佐々木　貞子（任命）

4.26 小野　義明（退任）

6.16 早﨑　保夫（任命）

6

4

年月日

23

24

26

27

7

5

28

30

2
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３　教育委員会組織図

中学校給食センター　

中学校第二給食センター　

西田学園義務教育学校共同調理場

教

育

委

員

会

教

育

長

少 年 湖 畔 の 村

総務課・学芸課　

教

育

委

員

会

事

務

局

中 央 公 民 館

[25]　

総合教育支援センター

分室[5]

穂積小学校共同調理場

学校教育部

管理係・総合サービス係　

分館[49]

美 術 館

地 区 公 民 館

宮城小学校共同調理場

[3]

青 少 年 会 館

学 校 管 理 課

教育総務部

保健係・食育係・給食システム係

総 合 学 習 セ ン タ ー

地 域 公 民 館

[3]

中 央 図 書 館

分館[13]

中学校

教 育 研 修 セ ン タ ー

総務管理係・企画財政係・教育施設係　総 務 課

生 涯 学 習 課

御舘小学校共同調理場

小学校

学 校 教 育 推 進 課

義務教育学校 [2]　

管理係・支援係

学務・通学路係

地 域 図 書 館

[51]（うち分校2校）

分館[2]

分室[2]

[14]

[26]
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４　教育財政

（１）令和７年度一般会計予算（当初予算）

（歳入） （歳出）

（２）一般会計と教育費予算額の推移

※表示単位未満の端数調整をしていないため、合計と一致しない場合があります。

※2023（令和５）年度までは決算額、2024（令和６）年度からは当初予算額

自主財源
711.6億円
50.6％

諸収入
41.7億円
3.0％

その他
32.9億円
2.3％

国庫支出金

261.7億円
18.6％

県支出金

110.9億円
7.9％

地方交付税

135.1億円
9.6％

市債
69.3億円
4.9％

地方譲与税及

び各種交付金
117.9億円

8.4％

依存財源

694.9億円
49.4％

繰入金
83.3億円
5.9％

(年度)

（％）

構
成
比
率

繰越金
16億円
1.1％

一般会計
（歳入・款別）
1406.5億円

総務費
134.4億円
9.6％

民生費
574.1億円
40.8％

衛生費
115.6億円
8.2％

労働費
1.2億円
0.1％

農林水産業費
36.8億円
2.6％

商工費
60.1億円
4.3％

土木費
192.3億円
13.7％

消防費
39.3億円
2.8％

教育費
155.2億円
11.0％

公債費
83.0億円
5.9％

諸支出金

0.0億円
0.0％

予備費

7.5億円
0.5％災害復旧費

0.3億円
0.0％

市税

537.7億円
38.2％

議会費
6.7億円
0.5％

一般会計
（歳出・款別）
1406.5億円
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（３）令和７年度教育費関連予算（当初予算）

※表示単位未満の端数調整をしていないため、合計と一致しない場合があります。

教育委員会費

0.2億円

0.1%

教育費合計
155.2億円

総合教育支援

センター費

0.2億円

0.1％ 学校教育推進費

3.8億円

2.5％

学校管理費

44.9億円

28.9％

学校施設費

27.3億円

17.6％

教育研修センター費

7.3億円

4.7％

生涯学習費

4.8億円

3.1％

図書館費

1.6億円

1.0％

美術館費

2.2億円

1.4％

スポーツ振興費

11.8億円

7.6％

人件費

37.5億円

24.2％

文化振興費

12.6億円

8.1％

博物館費

0.9億円

0.6％

- 17 -
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５ 総合教育会議 
 

地方教育行政における責任の明確化や迅速な危機管理体制の構築、地方公共団体の長と教

育委員会との連携強化を図ることなどを目的に、「地方教育行政の組織及び運営に関する法

律」が改正（2015（平成 27）年４月１日施行）され、地方公共団体の長と教育委員会が相

互に連携を図りつつ、教育に関する重要な課題を検討するため、地方公共団体の長は総合教

育会議を設置することとされました。 

 本市においても、2015（平成 27）年６月１日に郡山市総合教育会議を設置し、本市教育

行政の現状を踏まえ、「ともに学び、ともに育み、未来を拓く教育の創造」の実現に向け、協

議を進めています。 

 

 ◆構成メンバー 

  市長及び教育委員会（教育長・委員） 計７名 

 

 ◆2024（令和６）年度の会議開催状況 

実施日 協議事項 

2024（令和 6）年５月 23 日（木）  

(１) 障がい理解など共生社会の実現に向けた教育 

について 

 (２) 教育に関する諸課題について 

2024（令和 6）年 8 月 29 日（木） 

(１) 全国学力・学習状況調査結果について 

(２) 児童の健康教育について 

(３) 報告事項：教育振興基本計画策定の進捗について 

(４) 教育に関する諸課題について 

2025（令和７）年２月 1３日（木） 

(１) 郡山市の教育、学術及び文化の振興に関する総合的な

施策の大綱について 

(２) 生成ＡＩに係る学校現場での対応等について 

(３) 学校図書館の充実に向けた取組について 

(４) 教育に関する諸課題について 

202５ （ 令和 ７ ）年 ３ 月２ １日 (金) 
(１) 特別支援教育等について 

(２) 小１プロブレムへの対応について 

 



６　郡山市教育振興基本計画

　

６－１　教育基本構想

一人一人のウェルビーイングと

「学び」を高める 郡山の教育

一人一人の学ぶ心、学びたいと思う心を大切にします。
「ともに学び」とは、市民一人一人の「学び」が単に個人の中で完結することなく、生

涯にわたって、より良く生きるための意欲と力をさらに豊かにするため、市民の主体的な

様々な活動を通じて、ともに学び合えるような環境を目指すことを表します。

ともに学び

一人一人の人間の成長は、社会全体で支えられています。
「ともに育み」とは、行政や学校だけでなく、家庭・地域・職場等、より幅広い枠組み

の中で、市民一人一人が自らの知識や経験、技術といった能力をいかしながら結びつきを

深め、地域の課題解決や新たな価値創出も図りつつ、社会全体で相互に支え育むことを表

します。

ともに育み

人づくりはまちづくりの全ての基本です。
「未来を拓く」とは、教育が一人一人の個人にとって、自らの未来を切り拓くものであ

ることを表すと同時に、地域社会にとっても、将来を担う人材の育成が、真に豊かな未来

を創り上げる基盤であることを表します。

未来を拓く

ともに学び、ともに育み、未来を拓く教育の創造基本理念

教育振興基本計画は、教育基本法第17条第２項において地方公共団体が定めるよう努める

こととされている、教育振興のための施策に関する基本的な計画です。

時代の大きな転換期の中で、郡山市は2024(令和６)年９月１日に市制施行100周年を迎え

ました。本市では、次の100年の第一歩となる2025(令和７)年から2029(令和11)年度まで

の５年間を計画期間とした第4期郡山市教育振興基本計画を策定しました。本計画をまさに本

市の新たな100年に向けた教育の羅針盤とし、これからの教育施策を総合的・計画的に推進し

てまいります。

基本コンセプト

計画を貫く基本コンセプトを、「一人一人のウェルビーイングと『学び』を高

める郡山の教育」と定め、取り組みを推進します。

- 19 -
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６－２ 施策展開上重視する視点 
第３期郡山市教育振興基本計画では、郡山市の学校教育、生涯学習施策の展開にあた

り、重視する視点として、（1）SDGs、（2）こおりやま広域連携中枢都市圏、（3）ICTの活

用、（4）セーフコミュニティ、（5）ユニバーサルデザインの５つを設定し、施策を推進

してきました。第４期郡山市教育振興基本計画の施策展開にあたっても、引き続きこれ

らの５つの視点を重視していきます。 
 

 

（１）SDGs（Sustainable Development Goals） 
  2015（平成 27）年にニューヨーク国連本部の「国連持続可能な開発サミット」で

採択された国際社会の総合的な目標であり、17 のゴール（目標）から構成されていま

す。教育分野においては、特にゴール４において「質の高い教育をみんなに」を目標

として、全ての人に包摂的かつ公正な質の高い教育を確保し、生涯学習の機会創出を

促進する施策を講じることを定めています。 

  郡山市は、福島県内で初めて、内閣府から SDGs 未来都市に選定され、「SDGs 体感未

来都市こおりやま」をテーマに、こおりやま広域連携中枢都市圏が一体となって 17

のゴールを目指し各種施策に取り組んでいます。 

  また、ゴール４のターゲット 4.7 として持続可能な社会の担い手を育む教育を意味

する ESD が記載されています。 ESD の実践は、SDGs17 のゴール全ての達成に貢献す

るものとされており、ESD の推進自体が SDGs 達成の重要な要素となっています。 

  郡山市の教育において、未来を拓く教育の創造のため、常に SDGs の目標を目指し、

ESD の概念に則った施策の推進に取り組みます。 

 

 

（２）こおりやま広域連携中枢都市圏 
  郡山市は、17 市町村で連携してこおりやま広域連携中枢都市圏を形成し、構成する

市町村が自律的にまちづくりに資する個別的事業連携を進め、お互いの強みを活かし

た「広め合う、高め合う、助け合う」関係の構築を推進するとともに、持続可能な圏

域形成を目指しています。 

  教育分野においても、「学校教育」では市町村の枠を越えた会議・研修等の開催、「生

涯学習」では図書館相互利用の実施や公民館等施設の相互利用の検討など、構成市町

村の様々な施設、サービスの相乗的な向上を図るため、常にこおりやま広域連携中枢

都市圏を意識した視点を持った施策の推進に取り組みます。 
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（ ３ ） ICT（ Info r m a t i o n  a n d  C o m m u n i c a t i o n s  T e c h n o l o g y） の 活 用 
  いま世界では、IoT、ビッグデータ、生成 AI 等の技術革新が急速に発展し続けてい

ます。これらの技術革新は、高い利便性を与えるとともに、私たちの生活様式や価値

観にも大きな変化をもたらしています。ICT 活用には、「関心・意欲・態度」、「知識・

理解」、「思考・判断」、「表現・技能・処理」の各観点においてそのプラス効果が認め

られており、その適切な利活用は、教育においても大きな効果が期待されています。 

  郡山市の教育分野では、「学校教育」における児童生徒の学習意欲、学力向上だけで

なく、教職員の働き方改革のため、また「生涯学習」においては、「いつでも」「どこ

でも」自分の学びたいことが学べる環境整備に向けて、常に ICT の効果的な活用の視

点を持った施策の推進に取り組みます。 

 

 

（４）セーフコミュニティ － SC（Safe Community） 
  郡山市は、2018（平成 30）年に福島県内で初めて、セーフコミュニティ国際認証

都市となりました。これは、郡山市の安全・安心のための取組が、国際セーフコミュ

ニティ認証センターに認められ、また、今後も継続して取り組んでいくことを同セン

ターと合意したということです。 

  教育分野においても、事故や災害などへの対応に関する知識の習得はもちろん、安

全・安心で途切れることのない持続可能な教育を実現するためには、地域の特性や地

理的条件を踏まえた対応が必要不可欠であることから、地域住民との連携強化を図る

等、常にセーフコミュニティの視点を持った施策の推進に取り組みます。 

 

 

（５）ユニバーサルデザイン ー UD（Universal Design） 
  郡山市は、誰もが自分らしく、より快適な暮らしを送ることができるユニバーサル

デザイン社会を目指し、2018（平成 30）年に、「第二次こおりやまユニバーサルデ

ザイン推進指針」を策定しています。文化・言語・国籍・年齢・性別等の違い、障が

いの有無や能力の優劣を問わないまちづくりの理念は、教育においても尊重すべきも

のです。 

郡山市では「いつでも」「どこでも」誰でも学べる環境を整備することが教育のスタ

ート地点でありゴール地点でもあると考え、常にユニバーサルデザインの視点を持っ

た施策の推進に取り組みます。 

  郡山市では、子ども向け学習教材「おもいやりのとびら」を作成し、ウェブサイト

にて公開しています。 
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６－３ 施策体系図 

 

 

基本 

理念 
 

基本 

目標 
 施策  事業群 

       

と
も
に
学
び
ᵨ
と
も
に
育
み
ᵨ
未
来
を
拓
く
教
育
の
創
造 

 
１ 

個
性
を
伸
ば
し
生
き
る
力
を
育
む
学
校
教
育
の
推
進 

 
１ 生涯にわたって学び続ける力・確かな

学力の育成 
 

①「主体的・対話的で深い学び」の実現による学びの変革 

②グローバルに活躍する人材の育成 

③小中学校一貫・連携教育の充実 

④教育ＤＸによる学び方と考え方の変革 

⑤言語活動・読書活動の充実 

⑥特色ある教育の充実 

⑦学力テスト等を積極的に活用した指導改善 

⑧学校における指導改善の取り組みへの支援 

⑨学級力の向上 

⑩適正な学校規模・学校配置 

     

  ２ 人権尊重と豊かな心の育成  

①いじめ・虐待への対応の充実・強化 

②伝統・文化等に関する教育の推進 

③音楽を通じた豊かな感性や情操の養成 

④持続可能な開発のための教育(ＥＳＤ)の推進 

⑤キャリア教育の充実 

     

  ３ 体力・運動能力の向上と食育の推進  

①体力向上のための学校体育の充実 

②健康教育の充実 

③食育の推進と学校給食の充実 

     

  
４ 誰一人取り残されない学びの保障に

向けた特別支援教育の推進 
 

①個に応じた指導の充実 

②支援体制の充実 

     

  
５ 教職員の資質向上と学校の働き方改

革の更なる加速化 
 

①教職員研修の充実 

②学校マネジメント力の向上 

③メンタルヘルス対策の推進 

④わかる・できる授業づくりの推進 

⑤教職員の「働き方改革」の推進 

      

 

２ 
家
庭
や
地
域
と
一
体
と
な
ᵼ
た
豊
か
な
学
校
教
育
環
境
の
形
成 

 １ どの子も思う存分学べる環境づくり  

①不登校への対応強化 

②特別支援教育の推進 

③学習環境の整備・充実 

④人的支援による指導・相談体制の充実 

⑤就学支援の充実 

⑥帰国児童生徒・外国人児童生徒等への教育の推進 

⑦被災した児童生徒の生活・学習環境の整備と心のケア 

     

  ２ 連携教育の推進  

①地域とともにある学校づくりと家庭との連携 

②郡山市版「幼保小の架け橋プログラム」の推進 

③学校施設の社会開放 

     

  
３ 新しい時代の学びの実現に向けた学

校教育施設の整備 
 

①校舎や屋内運動場等の整備 

②教材や設備等の整備 

③学校図書館の充実 

     

  ４ 児童生徒の安全・安心の確保  

①通学路の安全点検と対策の検討・実施 

②児童生徒の防犯対策 

③地域・関係機関との連携 

④学校における放射線対策の充実 

     

  
５ こどもの新たな学びの実現に資する

教育体制の構築 
 

①持続可能な開発のための教育(ＥＳＤ)の推進 

②児童生徒と向き合える環境づくり 

③教育ＤＸと国際化の推進 

④通学区域の弾力的運用 

⑤土曜日等の教育環境の充実 

 

 

学 校 教 育 
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基本 

理念 
 

基本 

目標 
 施策  事業群 

       

と
も
に
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び
ᵨ
と
も
に
育
み
ᵨ
未
来
を
拓
く
教
育
の
創
造 

 
３ 

未
来
へ
つ
な
ぐ 

 
 

 

教
育
機
関
の
充
実 

 
１ 幼児期における教育の質の 

向上 
 

①郡山市版「幼保小の架け橋プログラム」の推進 

②幼稚園における教育の質の向上と保護者負担の軽減 

③幼児教育・保育施設の特性を踏まえた取り組みの推進 

     

  ２ 私立学校の充実  
①私立学校への支援 

②市立学校と私立学校の交流促進 

     

  ３ 高等教育機関との連携  ①高等教育機関への支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ４ 

社
会
全
体
で
取
り
組
む 

こ
ど
も
の
学
び
や
育
ち
の
支
援 

 
１ 地域における家庭教育支援の

強化 
 

①家庭教育に関する機会や情報の提供 

②親子のふれあい体験活動等の充実 

     

  
２ 幼児期の教育の質の向上と 

  家庭の養育力の向上 
 

①郡山市版「幼保小の架け橋プログラム」の推進 

②子育て家庭に対する相談体制の充実 

 

    

 ３ 次世代の「学びたい」を支援  

①青少年の社会参加や相互交流の促進 

②青少年団体等の育成・支援 

③社会教育施設の更なる連携 

 

    

 
４ 家庭、地域と学校等の連携・協

働による地域の教育力の向上 
 

①相互学習や交流の場の創出 

②地域における家庭教育支援体制の充実 

    

 
５ こどもの良好な成育環境の 

確保 
 

①地域でこどもを育てる環境づくり 

②安全・安心な居場所づくり 

      

 

５ 

生
涯
学
習
社
会
を
実
現
す
る 

 
 

学
び
と
成
長
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築 

 
 

１ 全世代型アクティブラーニン

グの環境づくり 
 

①人生 100 年時代に対応した生涯学習力の向上 

②図書館資料の提供と読書活動の推進 

③ＩＣＴを活用した学習支援 

④学びを支える人材の育成 

⑤施設の効率的運営と整備 

     

  ２ 生涯学習活動の支援  

①学習機会や情報の提供 

②生涯学習実践者・団体の育成 

③地域活動への支援 

     

  ３ 文化・芸術・スポーツの振興  

①文化芸術活動の充実 

②文化財の保存・継承と活用 

③生涯スポーツ・レクリエーションの推進 

     

  
４ 多文化共生と社会包摂・ 

生涯学習の新たな展開 
 

①地域課題解決に向けた仕組みづくり 

②学びの成果を活かす環境づくり 

③生涯学習とまちづくりとの連携 

④気候変動対応型防災教育の推進 

⑤多文化共生社会の推進 

     

  
５ 多様なステークホルダーとの

連携 
 

①大学や研究機関、企業等との連携 

②他分野との連携による教育機会の創出 

 

学 校 教 育 

生 涯 学 習 



【
2
0
2
5
.5

.9
  

教
育

総
務

部
】

※
朱
字
：
教
育
振
興
基
本
計
画
重
点
施
策
関
連
事
業
 及
び
 Ｒ
７
重
要
事
業
　

  
 2

0
2

5
(R

7
)年

度
　

当
初

補
正

後
予

算
額

　
5

,2
4

0
,9

6
0

千
円

（
R

６
比

 1
7

2
,9

1
8

千
円

の
増

）

次
の
1
0
0
年
の
教
育
基
盤
作
り

2
0
2
5
年

４
月

第
４

期
郡

山
市

教
育

振
興

基
本

計
画

ス
タ

ー
ト

一
人
一
人
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
『
学
び
』
を
高
め
る
郡
山
の
教
育
を
推
進

◆
施

策
の

方
向

　
～

次
代

の
担

い
手

育
成

と
学

校
施

設
の

整
備

～

　
　

<
予

算
額

：
4
0
0
千

円
>

　
 <

予
算

額
：
2
,1

8
9
,3

1
2
千

円
>

 学
校

施
設

環
境

改
善

交
付

金
　

3
5

3
,8

6
6

千
円

 　
<
予

算
額

：
2
4
9
,8

1
5
千

円
>

３
　
安

全
・
安

心
で

快
適

な
学

校
施

設
の

整
備

　

・
児
童
生
徒
の
社
会
へ
の
参
画
意
識
を
醸
成
し
、
次
代
を
担
う
人
材
を
育
成
。

・
児
童
生
徒
に
と
っ
て
安
全
・
安
心
で
快
適
な
教
育
環
境
を
整
備
。

　
　
「
少
子
化
の
進
展
を
踏
ま
え
た
校
舎
等
の
長
寿
命
化
」

　
　
「
気
候
変
動
に
よ
る
自
然
災
害
に
強
い
学
校
づ
く
り
」

２
　
学

校
施

設
の

長
寿

命
化

と
気

候
変

動
へ

の
対

応
　

（
１
）
ト
イ
レ
洋
式
化
の
推
進
(
8
7
,
7
9
6
千
円
 
※
Ｒ
7
.
3
月
補
正
(
繰
越
明
許
)
)

　
 
⇒
校
舎
個
別
改
修
：
2
0
2
4
年
度
完
了
（
※
長
寿
命
化
対
象
校
を
除
く
）
。

 
 
 
 
 
 
屋
内
運
動
場
改
修
：
2
0
2
8
年
度
完
了
予
定
。

（
２
）
各
種
改
修
工
事
の
実
施
に
よ
る
適
正
な
施
設
の
管
理
と
保
全
　
(
1
1
0
,
1
9
9
千
円
)

（
３
）
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
推
進
【
Ｇ
Ｘ
推
進
・
部
局
間
協
奏
】
 
３
校
　
(
5
1
,
8
2
0
千
円
)

１
　
児

童
生

徒
の

主
体

的
な

社
会

参
画

の
促

進

（
１
）
郡
山
ユ
ー
ス
カ
ウ
ン
シ
ル
の
開
催
【
部
局
間
協
奏
】

　
　
◆
児
童
生
徒
等
の
意
見
を
教
育
施
策
等
に
生
か
す
機
会
(
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
)
の
創
出

　
　
　
⇒
持
続
可
能
な
地
域
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
に
繋
げ
る
　
 
 
(
4
0
0
千
円
)

（
１
）
小
中
学
校
長
寿
命
化
改
修
事
業
【
Ｇ
Ｘ
推
進
・
部
局
間
協
奏
】

 
・
工
事
 
（
校
舎
）
 
４
校
　
大
成
小
、
芳
賀
小
、
小
山
田
小
、
柴
宮
小
※
新
規
 
(
1
,
4
9
4
,
2
7
0
千
円
）

　
　
　
　
 
(
体
育
館
）
２
校
　
安
積
第
一
小
・
行
徳
小
※
新
規
　
　
　
　
　
　
　
　
(
5
5
8
,
9
5
4
千
円
）

 
・
設
計
委
託
（
校
舎
）
 
１
校
　
小
山
田
小
(
3
,
4
期
分
）
　
　
　
　
　
　
　
 
　
 
 
(
2
4
,
5
2
0
千
円
)

　
　
　
　
 
（
体
育
館
）
１
校
　
安
積
中
※
新
規
　
　
　
　
 
 
　
　
　
　
　
　
　
　
(
1
1
,
3
9
0
千
円
）

　
　
◆
気
候
変
動
に
よ
る
自
然
災
害
に
強
い
学
校
づ
く
り
【
気
候
変
動
】

　
 
 
　
⇒
芳
賀
小
：
普
通
教
室
・
職
員
室
等
を
２
階
へ
移
設
、
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
等
の
浸
水
対
策

（
２
）
太
陽
光
発
電
設
備
設
置
事
業
【
Ｇ
Ｘ
推
進
・
部
局
間
協
奏
】
 
※
6
月
送
り

 
 
 
　
 
⇒
校
舎
屋
上
に
太
陽
光
を
設
置
し
、
脱
炭
素
化
の
推
進
、
環
境
教
育
へ
の
活
用

 
・
設
置
調
査
委
託
　
５
校
　
小
原
田
小
、
安
積
第
一
小
、
行
徳
小
、
橘
小
、
高
瀬
小
(
2
,
5
0
0
千
円
）

 
・
設
計
委
託
　
２
校
（
設
置
調
査
委
託
よ
り
２
校
抽
出
）
　
(
6
,
0
0
0
千
円
）

（
３
）
体
育
館
空
調
設
備
設
置
【
気
候
変
動
・
部
局
間
協
奏
】

 
 
 
 
 
 
 
⇒
体
育
館
に
気
化
熱
冷
風
機
を
導
入
し
、
熱
中
症
対
策
の
強
化
と
避
難
所
環
境
の
改
善
を
図
る

　
　
　
　
　
小
原
田
小
他
2
6
校
（
5
8
,
5
6
5
千
円
　
※
Ｒ
7
.
3
月
補
正
(
繰
越
明
許
)
）

（
４
）
第
２
期
総
合
管
理
計
画
個
別
計
画
（
学
校
編
）
策
定
【
部
局
間
協
奏
】

 
 
 
 
 
 
⇒
過
少
規
模
校
等
の
再
編
及
び
転
用
可
能
教
室
の
有
効
活
用
を
踏
ま
え
た
計
画
策
定

 

重
点

新
3

月
補

正

６
月

補
正

3
月

補
正

ゼ
ロ

予
算

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ

ゴ
ー

ル
４

「
質

の
高

い
教

育
を

み
ん

な
に

」
教

育
総

務
部

重
点

施
策

等
2
0
2
5

郡
山

市
内

0
～
1
8
歳

人
口

学
校

施
設

長
寿

命
化

事
業

費
（
今

後
見

込
み

）
公

民
館

こ
ど

も
の

居
場

所
利

用
者

数
の

推
移

図
書

貸
出

及
び

電
子

書
籍

利
用

件
数

の
推

移
美

術
館

利
用

者
総

数
の

推
移

◆
施

策
の

方
向

　
～

ウ
ェ

ル
ビ

ー
イ

ン
グ

な
「
学

び
」
環

境
の

推
進

～

 １
　

生
涯

を
通

じ
た

学
び

の
推

進
　

<
予

算
額

：
4
8
,9

5
0
千

円
>

　
　

<
予

算
額

：
3
2
,3

4
8
千

円
>

２
　
公

民
館

等
施

設
の

効
率

的
運

営
と

整
備

（
１

）
太

陽
光

発
電

設
備

設
置

事
業

 【
Ｇ

Ｘ
推

進
・

部
局

間
協

奏
】

　
 ◆

設
置

工
事

（
薫

地
域

公
民

館
）

（
3

2
,1

6
4

千
円

）

（
２

）
公

会
堂

電
灯

復
元

記
念

点
灯

式
（

1
8

4
千

円
）

（
３

）
自

主
財

源
の

確
保

　
 ◆

中
央

公
民

館
 ネ

ー
ミ

ン
グ

ラ
イ

ツ
に

よ
る

自
主

財
源

確
保

（
４

）
「

公
民

館
施

設
整

備
基

準
」

に
基

づ
く

第
２

期
総

合
管

理
計

画
  

  
  

  
 　

個
別

計
画

(公
民

館
編

)策
定

 （
ゼ

ロ
予

算
）

【
部

局
間

協
奏

】

・
人

生
1

0
0

年
時

代
に

対
応

し
た

「
市

民
の

生
涯

学
習

力
」

の
向

上
を

支
援

。
・

地
域

全
体

で
取

り
組

む
子

ど
も

の
学

び
や

育
ち

を
支

援
。

　
「

次
世

代
の

“
学

び
た

い
”

を
支

援
」

　
「

家
庭

、
地

域
と

学
校

の
連

携
・

協
働

に
よ

る
地

域
の

教
育

力
の

向
上

」

（
１

）
全

世
代

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
環

境
づ

く
り

【
部

局
間

協
奏

】

　
 ◆

公
民

館
の

定
期

講
座

事
業

 （
2

4
,9

3
2

千
円

）
　

　
・

各
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

や
地

域
課

題
等

に
対

応
し

た
定

期
講

座
の

開
催

　
　

・
Y

o
u

T
u

b
e
動

画
講

座
の

配
信

、
Z

O
O

M
環

境
の

提
供

等
　

 ◆
生

涯
学

習
情

報
発

信
事

業
  

(2
,3

0
2

千
円

）
　

　
・

「
生

涯
学

習
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

」
「

郡
山

市
ま

な
び

L
IN

E
」

運
用

等
　

 ◆
生

涯
学

習
支

援
事

業
 (

9
5

千
円

)
　

　
・

「
生

涯
学

習
き

ら
め

き
バ

ン
ク

」
　

　
・

「
き

ら
め

き
出

前
講

座
」

　
 ◆

学
び

を
支

え
る

人
材

の
育

成
（

3
,6

2
7

千
円

）
　

　
・

公
民

館
職

員
研

修
及

び
社

会
教

育
主

事
の

育
成

（
２

）
社

会
全

体
で

取
り

組
む

子
ど

も
の

学
び

や
育

ち
の

支
援

【
部

局
間

協
奏

】

　
 ◆

家
庭

教
育

事
業

（
3

,1
2

5
千

円
）

　
　

・
公

民
館

『
こ

ど
も

の
居

場
所

』
支

援
活

動
　

　
・

就
学

前
子

育
て

講
座

　
　

・
の

び
の

び
子

育
て

広
場

　
等

　
 ◆

広
域

圏
高

校
生

の
学

び
の

広
場

事
業

（
1

,8
5

3
千

円
）

　
　

⇒
利

用
者

参
画

型
の

学
習

環
境

を
核

と
し

、
次

世
代

を
担

う
人

材
を

育
成

　
 ◆

地
域

学
校

協
働

活
動

推
進

事
業

（
1

3
,0

1
6

千
円

）
　

　
⇒

学
校

と
地

域
が

連
携

し
、

子
ど

も
の

成
長

を
支

え
る

教
育

環
境

を
醸

成

◆
施

策
の

方
向

 ～
Ｄ

Ｘ
推

進
と

施
設

間
協

奏
に

よ
る

生
涯

学
習

力
形

成
～

２
　

美
術

館
を

中
心

と
し

た
文

化
芸

術
活

動
の

推
進

＜
予

算
額

：
9
9
,9

0
6
千

円
＞

（
１
）
優
れ
た
美
術
品
と
出
会
い
体
感
で
き
る
展
覧
会
の
実
施
 
（
6
3
,
1
0
0
千
円
）

 
 
 
◆
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
名
品
展
～
受
け
継
が
れ
た
至
宝
～
(
県
内
初
)
 .
e
t
c

（
２
）
価
値
観
の
多
様
化
に
対
応
し
た
Ｄ
Ｘ
推
進
 
（
2
,
1
6
5
千
円
）

　
 
⇒
Ｉ
Ｃ
Ｔ
(
全
館
W
i
-
F
i
、
収
蔵
品
ﾃ
ﾞ
ｰ
ﾀ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ｽ
、
音
声
ｶ
ﾞ
ｲ
ﾄ
ﾞ
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
等
)
を
活
用
し
た

　
 
 
小
中
学
校
等
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
鑑
賞
学
習
の
推
進
及
び
市
民
の
鑑
賞
機
会
の
向
上

　
 
◆
常
設
展
の
動
画
配
信
や
S
N
S
を
活
用
し
た
情
報
発
信

（
３
）
学
校
等
と
連
携
し
た
芸
術
鑑
賞
・
造
形
体
験
事
業
の
開
催
【
部
局
間
協
奏
】

　
 
◆
「
風
土
記
の
丘
の
美
術
展
」
「
風
土
記
の
空
」
「
ﾜ
ｰ
ｸ
ｼ
ｮ
ｯ
ﾌ
ﾟ
」
.
e
t
c
 
(
1
,
0
5
7
千
円
)

　
 
◆
歴
史
情
報
博
物
館
等
と
連
携
し
た
事
業
展
開
や
情
報
発
信

（
４
）
美
術
館
の
長
寿
命
化
改
修
へ
の
取
組
み
(
2
6
,
5
2
7
千
円
)

　
 
◆
機
能
保
全
と
活
用
の
充
実
化
に
向
け
た
長
寿
命
化
の
た
め
の
劣
化
調
査

１
　

図
書

館
サ

ー
ビ

ス
の

充
実

　
〈
予

算
額

：
9
5
,7

0
8
千

円
〉

（
１
）
施
設
間
・
部
局
間
・
広
域
圏
連
携
に
よ
る
読
書
推
進
【
部
局
間
協
奏
】

　
　
◆
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
 
（
3
,
0
0
0
千
円
）

　
　
◆
広
域
圏
内
図
書
館
の
紹
介
（
S
N
S
・
情
報
誌
）

　
　
◆
歴
史
情
報
博
物
館
、
中
央
公
民
館
、
美
術
館
と
連
携
し
た
事
業
展
開
や
情
報
発
信

（
２
）
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進

　
　
◆
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
に
よ
る
「
電
子
書
籍
」
の
利
活
用
推
進
（
7
,
1
0
6
千
円
）

 
 
　
◆
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
開
催
等
に
よ
る
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
（
2
1
千
円
）

　
　
◆
第
５
次
郡
山
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
の
策
定

（
３
）
読
書
環
境
の
機
能
充
実

　
　
◆
新
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
（
1
1
,
8
9
0
千
円
）

　
　
・
各
種
デ
ー
タ
取
得
、
活
用
に
よ
る
E
B
P
M
に
基
づ
い
た
サ
ー
ビ
ス
提
供

　
　
　
(
貸
出
状
況
デ
ー
タ
に
基
づ
く
選
書
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
書
籍
や
イ
ベ
ン
ト
の
紹
介
等
)

　
　
・
オ
ン
ラ
イ
ン
分
館
（
富
田
・
片
平
・
逢
瀬
）
の
拡
充

　
　
◆
障
が
い
や
年
齢
を
問
わ
ず
ア
ク
セ
シ
ブ
ル
な
オ
ー
デ
ィ
オ
ブ
ッ
ク
の
導
入

・
「

知
の

拠
点

」
と

し
て

の
図

書
館

及
び

「
文

化
と

芸
術

の
継

承
発

展
・

創
造

の
  

  
  

拠
点

」
と

し
て

の
美

術
館

に
お

け
る

「
Ｄ

Ｘ
」

の
推

進
。

・
部

局
間

協
奏

、
施

設
間

連
携

・
Ｍ

Ｌ
Ａ

連
携

を
図

り
、

「
生

涯
学

習
都

市
  

  
こ

お
り

や
ま

」
の

実
現

に
向

け
、

地
域

ニ
ー

ズ
に

対
応

可
能

な
特

色
あ

る
サ

ー
  

  
ビ

ス
を

展
開

。

拡
充

M
L

A
連

携

M
L
A

連
携

６
月

補
正

【
事
業
展
開
の
考
え
方
】

〇
関
係
法
令
（
憲
法
、
教
育
基
本
法
、
社
会
教
育
法
、
図
書
館
法
、
こ
ど
も
基
本
法
、

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
等
）

〇
国
等
（
SD
Gs
、
ｶｰ
ﾎﾞ
ﾝﾆ
ｭｰ
ﾄﾗ
ﾙ、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
等
）

〇
本
市
の
計
画
（
あ
す
ま
ち
こ
お
り
や
ま
、
第
４
期
教
育
振
興
基
本
計
画
等
）

上
記
に
基
づ
き
「
学
習
環
境
の
デ
ジ
タ
ル
化
」
と
「
教
育
施
設
の
整
備
」
を
推
進
。

・
児
童
生
徒
の
社
会
参
画
意
識
の
醸
成
や
社
会
教
育
分
野
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
、
全
世
代
の
「
観
た
い
・
読
み
た
い
・

学
び
た
い
」
に
応
え
る
た
め
の
教
育
学
習
基
盤
の
充
実
を
図
る
。
⇒
 学
び
の
環
境
を
充
実
さ
せ
、
人
材
の
育
成
に
繋
げ
る
。

・
学
校
や
社
会
教
育
施
設
を
長
寿
命
化
、
気
候
変
動
対
応
型
に
整
備
す
る
。
ま
た
、
今
後
の
人
口
推
移
を
踏
ま
え
た
施
設
の
適
正

規
模
・
適
正
配
置
（
複
合
化
や
統
廃
合
）
に
努
め
る
。
⇒
 安
全
・
安
心
で
持
続
可
能
な
施
設
の
整
備
を
進
め
る
。

単
位
：
人

単
位
：
百
万
円

生
涯

学
習

課
資

料
出

典
：
市

民
課

2
0
2
5
.1
.1

現
在

住
基

人
口

美
術

館
資

料
中

央
図

書
館

資
料

生
涯
学
習
環
境
の
充
実

当
初
補
正
後
予
算
額
5
9
3
,1
4
7
千
円

読
書
活
動
･
文
化
芸
術
活
動
の
充
実

学
校
教
育
環
境
の
充
実

当
初
補
正
後
予
算
額
4
,2
6
1
,7
6
3
千
円

当
初
補
正
後
予
算
額
中
央
図
書
館
1
6
1
,8
6
1
千
円

美
術
館

2
2
4
,1
8
9
千
円

総
務

課
資

料

少
子

化
の

進
展

【
小

学
校

：
5
1
校

中
学

校
：
2
5
校

義
務

教
育

学
校

：
2
校

】
【
中

央
：
1
館

地
区

：
1
4
館

地
域

：
2
6
館

分
館

・
分

室
：
5
8
館

別
館

：
1
館

体
育

館
：
2
館

】
【
中

央
：
1
館

地
域

：
3
館

分
館

：
1
3
館

】
【
美

術
館

：
1
館

】
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